
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2021年
3月 3,400 kg/年 2021年 4,426 kg/年 2022年 4,868 kg/年 2030年 12,000 kg/年 17%

経2 2021年
3月 500 ㎡（累計） 2021年 500 ㎡（累計） 2022年 500 ㎡（累計） 2030年 1,000 ㎡（累計） 0%

経3 2021年
3月 9 経営体増

（累計） 2021年 11 経営体増
（累計） 2022年 12 経営体増

（累計） 2030年 15 経営体増
（累計） 50%

経4 2021年
3月 12 人

（累計） 2021年 13 人
（累計） 2022年 16 人

（累計） 2030年 15 人
（累計） 133%

経5 2021年
3月 24 人

（累計） 2021年 24 人
（累計） 2022年 24 人

（累計） 2030年 60 人
（累計） 0%

社6 2021年
3月 78 人/年 2021年 200 人/年 2022年 158 人/年 2030年 300 人/年 36%

社7 2021年
3月 3 件

（累計） 2021年 2 件
（累計） 2022年 2 件

（累計） 2030年 15 件
（累計） -8%

社8 2021年
3月 2 回/年 2021年 0 回/年 2022年 0 回/年 2030年 4 回/年 -100%

社9 2021年
3月 1 件

（累計） 2021年 1 件
（累計） 2022年 2 件

（累計） 2030年 5 件
（累計） 25%

環10 2021年
3月 6 事業所

（累計） 2021年 10 事業所 2022年 10 事業所 2030年 15 事業所
（累計） 44%

環11 2021年
3月 80.8 ％ 2021年 80.0 % 2022年 80.3 % 2030年 85 ％ -12%

環12 2021年
3月 2 件

（累計） 2021年 2 件
（累計） 2022年 2 件

（累計） 2030年 10 件
（累計） 0%

環13 2021年
3月 0 社 2021年 1 社 2022年 2 社 2030年 5 社 40%

（２）自治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年～2023年）

No 取組名 指標名 達成度
（％）

いろどり農業等体験プログ
ラムへの参加者数

2021年
3月 0 名 2021年 5 名 2022年 5 名 2023年 60 名 8%

いろどり農業等体験プログ
ラムの売上創出額

2021年
3月 0 円 2021年 0 円 2022年 0 円 2023年 480 万円 0%

新規就農者及び彩関連
ビジネス創出者数

2021年
3月 9 名 2021年 11 名 2022年 12 名 2023年 12 名 100%

ゼロ・ウェイスト体験プログ
ラム参加者数

2021年
3月 0 名 2021年 7 名 2022年 8 名 2023年 150 名 5%

ゼロ・ウェイスト体験プログ
ラムの売上創出額

2021年
3月 0 円 2021年 0 円 2022年 0 円 2023年 1,200 万円 0%

ゼロ・ウェイスト関連新規
事業及び事業所数

2021年
3月 5 事業

（所）
2021年 10 事業

（所）
2022年 10 事業

（所）
2023年 8 事業

（所） 167%

実習森林フィールドの確
保面積

2021年
3月 0 ha 2021年 0 ha 2022年 0 ha 2023年 20 ha 0%

森林整備面積 2021年
3月 0 ha 2021年 40 ha 2022年 78 ha（累計） 2023年 10 ha 780%

林業家担い手育成者数 2021年
3月 0 人 2021年 7 人 2022年 7 人 2023年 8 人 88%

2050年カーボンニュートラル
協力金（仮称）

2021年
3月 0 円 2021年 0 円 2022年 0 円 2023年 300 万円 0%

当初値 2022年
実績

2023年
目標値

2023年
実績

2021年
実績

いろどり（葉っぱビジ
ネス）を活用した産
業振興事業

1

ゼロ・ウェイストを活用
した産業振興事業2

3
森林保全による担い
手育成及び脱炭素

推進事業

起業家型人材の地域へのマッチング数
【8.3、8.9】

林間葉わさび作付面積【2.3、2.4、15.2】

新規就農者数【8.3、8.9】

新規起業者人数【8.3、8.9】

ごみのリサイクル率
【9.4、12.5、12.a、13.2、17.7、17.17】

くるくるショップの横展開数
【9.4、12.5、12.a、13.2、17.7、17.17】

ローカルベンチャースクール開催数
【4.4、8.3】

町産材を活用した建築物の増【11.c】

ヘルスツーリズム受入数（年間）
【3.4、8.9、15.2】

町の資源を活用した健康プログラム開発件数
【3.4、8.9、15.2】
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当初値 2021年 2030年（目標値）2022年 2023年

葉わさび出荷数量【2.3、2.4、15.2】

指標名
※【】内はゴール・ターゲット番号

ゼロ・ウェイスト関連新規事業所数
【9.4、12.5、12.a、13.2、17.7、17.17】

企業版ふるさと納税寄附企業数
【9.4、12.5、12.a、13.2、17.7、17.17】

2018年度
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（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等

（２）自治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年～2023年）
No.1：新型コロナウイルス感染症の影響により、いろどり農業等体験プログラムの参加者数が伸びてこない。引き続き、コロナの影響に左右されないようなプログラムの
開発について取り組む。
No.2：新型コロナウイルス感染症の影響により、ゼロ・ウェイスト体験プログラムの参加者数が伸びてこない。引き続き、コロナの影響に左右されないようなプログラムの
開発について取り組む。
No.3：現在民地のフィールドを確保するため、募集している状況である。今後も積極的に調査し、実習できるフィールドの面積を増やしていきたい。また、カーボンニュー
トラル協力金（仮称）については、引き続き仕組み作りを調査研究していく。

（１）２０３０年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No.2：民地及び公共用地で取り組んでいるが、公共用地での圃場については、広めていく用地がないため、引き続き民地において、取組を推進する。
No.5：新型コロナウイルス感染症の影響もあり開催が難しかった。町内事業所と連携をとり、上勝起業塾の開催を検討する。起業したい人材を募集し、地域事業所
とマッチングに取り組む。
No.7：新型コロナウイルス感染症の影響により中止になったプログラムもあった。引き続き、コロナの影響に左右されないようなプログラムの開発について取り組む。
No.8：スクールの講師を模索する中で企業との連携協定について提案があり、現在協議を進めている。引き続き、講師の模索、町内人材育成に力をいれたい。
No.9：２０２２年に１件実績あり。今後についても積極的に町産材の木材利用を促進する。
No.11：概ね達成はしているものの、現状のゴミの分別方法ではこれ以上の目標値に近づけることが困難である。企業連携等により分別技術を高め、目標に近づけた
い。
No.12：ゼロ・ウェイストの理念がひろがっていると考えられるが、横展開数については確認しきれていない部分がある。引き続き各市町村の洗い出しを行っていきたい。
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